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2004 年 6 月 27 日 に東シナ海上 で 観測 された三 本の 前線の 構造 とそ の前線に伴 う雲 域の 移動
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1．は じめに

　Moteki　 et 　 al ，（2004，　JMSJ ）は 、東 シ ナ 海 上 の 梅

雨前線帯 に お い て 複敬 の 異な る 前線僖造が 同 時 に存

在 し得 る こ と を示 しだ 、こ の 論 文 に よ っ て 就 案 さ れ

た 2004年 6月 27 目の 航空機 観測 で は、二 木 の 前線 の

構造 を捉 え る こ と に成功 した （茂木 ら、2005 年春季

大会）。 本研 究 で は 、こ の
＝ ．本 の 前線 の 構造 とそ れ に

伴 う雲域 の 振 る舞い を凋 べ た 、

2．三 本 の 前線の構造

　 6月 27 目09・12JST に お け る 東 シ ナ 海 上 で は 、異 な

る 二 本 の 去 列 が 存在 し て い た （図 1）。こ こ で は 、二 本

の 雲列 を含む 南北幅 500km の 領域を梅雨 自u線帯 と

呼 び 、そ れ ぞれ の 雲列 の 位1 を基準 と して 便 宜 11勺な
三 領域に分 け、FZ1 、　 FZ2 、　 FZ3 と 呼ぶ 、、こ の 三 っ の

緯 度帯 で は 、温位、水蒸 気 混 合比 、風 の 変化 に 異な

る 特 徴ヂ 見 られ た（図2）。FZ　1で は 、南北成分の 収 束
の 極 大 を挟 ん だ温位 の 変化 は 不 明瞭 で あ る が 、約

O ．3mls の 上 昇流 と約 1．7gtkgllOOkm の 水 蒸気 傾 度が

見 られ る、、FZ2 で は 、約 1．Om ／s の E昇 流 と南 北成分

の 収 束の 極大 を挟 ん で 約 6，4K1100km の 温位傾 度、
約 3glkgtlOOkm の 水蒸気傾度 が見 られ る。　FZ3 で は 、

約 0．3m ！sの 上昇流 と南北成分 の 収束 の 極人を挟 ん で

約 3K〆100km の 温位傾度、約 3．29／kg／100km の 水 平傾

度 が 見 られ る。FZI 、FZ2 、　FZ3 は 、い ずれ も顕菩な

水蒸気傾度 を持 つ 点 で 共 通 して い る が、温．位傾度 と

上昇流 の 速度 の 大 き さにお い て 明瞭な差が見 られ た。

3 ．三 本の 前線に 伴う雲域の 形成 と移動

　 図 3 は、6 月 26 目 09JST か ら 6 月 27 日 15JST

ま で の 期間 に お け る 125 ．5E か ら 126E ま で を 平均

し た TBB の 時 間緯度断面 で あ る。　 FZ1 、　 FZ2 、　 FZ3

の 境界と主 な対流雲域 の 移勤 は 、各時刻 の TBB 、気
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の 降水 強 度 の 分 布 か ら判 断 した 、FZ1

の 雲域 は、6 月 26 目 09−15JST に 31．5N 付近 で 発

迎 し、15JST 以 降は 妓 弱 し な が ら 南下 した。　FZ2 の

芸域
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